
船舶事故調査報告書 

 

 

   船種船名 旅客船 DANS PENTA 1 

   船舶番号 ２０１８９５０９ 

   総トン数 ９８トン 

 

   事故種類 乗揚 

   発生日時 平成２１年７月２４日 １６時５０分ごろ 

   発生場所 沖縄県竹富島北西方沖 

         石垣市琉球観音埼灯台から真方位２５４°２.８海里付近 

         （概位 北緯２４°２０.８′ 東経１２４°０３.９′） 

 

 

                        平成２２年９月９日 

                  運輸安全委員会（海事部会）議決 

                   委 員 長  後 藤 昇 弘 

                   委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                   委   員  山 本 哲 也 

                   委   員  石 川 敏 行 

                   委   員  根 本 美 奈 

 

 

１ 船舶事故調査の経過 

 

１.１ 船舶事故の概要 

旅客船 DANS
ﾀ ﾞ ｰ ﾝ ｽ

 PENTA
ﾍﾟ  ﾝ  ﾀ

 1 は、船長ほか４人が乗り組み、沖縄県石垣島西方沖を南進中、

平成２１年７月２４日１６時５０分ごろ、竹富
たけとみ

島北西方の浅礁に乗り揚げた。 

DANS PENTA 1 は、左舷船尾船底に破口等を生じて浸水したが、死傷者はいなかっ

た。 

 

１.２ 船舶事故調査の概要 

 1.2.1 調査組織 
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運輸安全委員会は、平成２１年７月２７日、本事故の調査を担当する主管調査官

（那覇事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

なお、後日、主管調査官として新たに船舶事故調査官を指名した。 

 

 1.2.2 調査の実施時期 

平成２１年８月２日 現場調査及び口述聴取 

平成２１年８月３日 現場調査 

平成２１年１１月５日、９日 口述聴取 

平成２１年１２月１８日 回答書受領 

 

 1.2.3 原因関係者からの意見聴取 

原因関係者から意見聴取を行った。 

 

 

２ 事実情報 

 

２.１ 事故の経過 

本事故が発生するまでの経過は、DANS PENTA 1（以下「本船」という。）の船長、

機関長及び一等機関士の口述によれば、次のとおりであった。 

本船は、船長ほか４人が乗り組み、フィリピン共和国セブ港への回航（売船）の目

的で、平成２１年７月１８日に神奈川県横須賀港を出港し、鹿児島県志布志
し ぶ し

港で燃

料などを補給したのち、２２日０８時５０分ごろ次の補給地の石垣港に向け出港した。 

船長は、石垣島御神
お が ん

埼の北北西方沖で針路（磁針路）を１８０°として、その後は、

石垣港中央灯浮標（以下「中央灯浮標」という。）を操船目標とする航海計画を立て

ていた。 

本船は、レーダーとＧＰＳプロッターを作動させ、御神埼の北北西方沖で変針し、

２４日１６時００分ごろ、石垣御神埼灯台から３１０°（真方位、以下同じ。）２.２

海里（Ｍ）付近を、針路（磁針路）約１８０°及び速力（対地速力、以下同じ。）約

１２ノット（kn）で、磁気コンパス用オートパイロットによる自動操舵により航行し

た。 

船長は、操舵室中央のいすに腰掛けて、目視のみで操船に当たり、石垣島の屋良部
や ら ぶ

埼を通過した辺りから、船首方に見える竹富島の西端（クントマリ埼）を石垣島の観

音埼と思い込んで航行した。 

船長は、操船目標としていた中央灯浮標を目視で探しながら航行し、やがて、中央
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灯浮標らしき航路標識を見付けて近づいてみると、２本の立標（小浜
こ ば ま

港第１号立標

（以下、「小浜港」を冠する立標についてはこれを省略する。）及び第２号立標）であ

ることが分かり、引き続き中央灯浮標を探しながら、少しずつ左転して同じ速力で航

行した。 

他の乗組員は、入港準備のため１６時３０分ごろから操舵室に集まり始め、機関室

と操舵室を行き来していた機関当直の一等機関士を含め、１６時４５分ごろには全員

が操舵室に集まった。 

船長は、間もなく海面色の変化で浅礁が間近に接近していることに気付き、主機を

停止して左舵をとったが、１６時５０分ごろ、琉球観音埼灯台から２５４°２.８Ｍ

付近の浅礁に乗り揚げた。 

本船は、乗揚げ後すぐに離礁したが、左舷船尾船底の破口から浸水し、左舷機が停

止した。しかし、右舷機と舵が使用可能であったので、排水ポンプで排水しながら、

自力で石垣港に入港した。 

 

本事故の発生日時は、平成２１年７月２４日１６時５０分ごろで、発生場所は、琉

球観音埼灯台から２５４°２.８Ｍ付近であった。 

（付図１ 推定航行経路図 参照） 

 

２.２ 人の死亡、行方不明及び負傷に関する情報 

死傷者はいなかった。 

 

２.３ 船舶の損傷に関する情報 

左舷船尾船底に破口、左舷機のクラッチに破損、プロペラ軸及びプロペラ翼に曲損

等が生じた。 

（写真１ 左舷船尾船底部の損傷状況、写真２ 左舷機のクラッチの損傷状況 参

照） 

 

２.４ 乗組員に関する情報 

(1) 性別、年齢、海技免状 

船長 男性 ６０歳 

  船長免状（ツバル国発給） 

交付年月日 ２００９年７月１０日 

      有 効 期 限 ２００９年１０月１０日 

(2) 主な乗船履歴等 

船長の口述及び船員手帳によれば、次のとおりであった。 
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① 主な乗船履歴 

１６歳からマグロ漁船に乗り組み、のちに船長となって５７歳まで乗船し

た。退職後、時折、期間雇用として回航業務に従事し、船長又は一等航海士

として回航船に乗り組んでおり、海外への回航は、本事故時で５度目であっ

た。 

また、石垣港への入港は４度目であった。 

② 健康状態 

事故当時の健康状態は普通であり、視力は裸眼で両眼とも１.５で、聴力

は正常であった。 

(3) 乗組員 

船長、機関長及び運航者である協栄マリン株式会社（以下「Ａ社」とい

う。）担当者の口述によれば、乗組員は、回航船がある都度集められ、船で初

めて会うということもあったが、ほとんどが同郷のマグロ漁船乗組員で、顔

見知りであった。また、船長と機関長とは、本事故時で、一緒に乗り組むの

が３度目であった。 

 

２.５ 船舶等に関する情報 

 2.5.1 船舶の主要目 

船 舶 番 号  ２０１８９５０９（ツバル国） 

船 籍 港  フナフティ（ツバル国） 

船舶所有者  DANS PENTA GENERAL SERVICES,INC.（フィリピン共和国、以下

「Ｂ社」という。） 

運 航 者  Ａ社 

総 ト ン 数  ９８トン 

Ｌr×Ｂ×Ｄ  ２３.８０ｍ×５.３９ｍ×２.６０ｍ 

船 質  ＦＲＰ 

機 関  ディーゼル機関２基 

出 力  合計１,４７０kＷ（連続最大） 

推 進 器  ４翼固定ピッチプロペラ２個 

竣 工 年 月  平成７年２月 

 

2.5.2 積載状態 

船長の口述によれば、志布志港出港時、積荷はなく、喫水は船首約１.１ｍ、船

尾約２.５ｍであった。 
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2.5.3 船舶に関するその他の情報 

(1) 本船は、操舵室前面上部に無線通信機、ＧＰＳ表示器、風向風速計を、操

舵室前面に両舷機警報盤（主）、レーダー、舵輪、磁気コンパス、主機操縦

スタンド、両舷機警報盤（副）、両舷機操縦レバー、ＧＰＳプロッターを、

操舵室左舷側にＶＨＦ通信機とナブテックス受信機を、操舵室後方中央に海

図台を備えていた。 

また、操舵位置から船首方の見通しは、視界を遮る物もなく良好であった。 

船長の口述によれば、事故当時、船体、機関及び機器類には、不具合又は

故障はなかった。 

(2) Ａ社担当者の回答書によれば、Ａ社は、東京都新島及び式根島間の旅客輸

送に就航していた本船を購入したのち、セブ港まで回航することを含めて、

Ｂ社との間で本船の売買契約を締結していた。 

(3) 本船に対し、ツバル国から暫定貨物船安全設備証書が発行され、横須賀港

からセブ港まで、空船での回航のみ認められていた。 

 

２.６ 航海計画及び操船の状況等に関する情報 

2.6.1 航海計画等 

(1) 航海計画 

航海日誌には、回航先までの寄港予定地、予定変針点、予定針路等が記載

され、石垣港入港時の直近の予定変針点は北緯２４°３３.０′東経   

１２４°０３.０′と、予定針路は１８０°と記載されていた。 

船長の口述によれば、海図は横須賀港からセブ港まですべて備えており、

志布志港、石垣港及びフィリピン共和国スービック港に寄港して燃料や食料

を補給し、目的地へ向かう予定であった。 

(2) 石垣港入港時の操船目標 

船長の口述によれば、入港する際、屋良部埼を過ぎた辺りで中央灯浮標を

目視で見付け、同灯浮標を操船目標に航行すれば入港することができ、以前

入港した時も同じように入港していた。 

 

2.6.2 操船の状況等 

(1) 操船の状況 

船長の口述によれば、次のとおりであった。 

事故当時、海図には石垣島西方沖までの予定変針点や予定針路を記入して

いたが、石垣港までの予定針路等は記入していなかった。また、ＧＰＳプ 

ロッターにも石垣港までの予定針路を入力せず、レーダーやＧＰＳプロッ 
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ターの画面を見ずに、外を見て勘だけで操船していた。 

途中、中央灯浮標らしき航路標識を見付けて近づいてみると、２本の立標

であることが分かったが、竹富島の西端を観音埼と思い込んでいたので、 

レーダーやＧＰＳプロッターを見ずに、中央灯浮標を探しながら、航行を続

けた。 

(2) 当直体制 

船長及び機関長の口述によれば、船橋当直は、船長及び一等航海士の、機

関当直は、機関長及び一等機関士のそれぞれ６時間交代とし、交代時間を食

事時間に合わせた０１時、０７時、１３時及び１９時としていた。事故当時

は、船長と一等機関士が当直に当たっていた。 

 

２.７ 気象及び海象に関する情報 

2.7.1 気象観測値及び潮汐 

(1) 気象観測値 

事故発生場所の東方約９㎞に位置する石垣島地方気象台の事故当日１７時

の観測値は、天気晴れ、風向南南西、風速７.７m/s、視程１５㎞であった。 

(2) 潮汐 

海上保安庁刊行の潮汐表によれば、事故発生場所付近の当時の潮汐は、上

げ潮の初期であった。 

 

2.7.2 乗組員等の観測 

船長の口述によれば、天気晴れ、風向南西、風力２、視界良好であった。 

 

２.８ 事故水域等に関する情報 

2.8.1 事故水域 

(1) 海上保安庁刊行の九州沿岸水路誌及び海図Ｗ１２８５によれば、次のとお

りである。 

石垣島～西
いり

表
おもて

島間には数個の小島があり、これらの島間はほとんどさん

ご礁が連続した状態となっている。 

石垣港は、石垣島の南西部に位置して西方に開口し、同港西方の竹富島及

び同島北西方はさんご礁の浅礁が広がり、石垣港港界の西端付近に航路を示

す中央灯浮標が設置されている。また、竹富島北西方の浅礁域に、小浜島小

浜港への航路を示す第１号立標及び第２号立標が設置されている。 

(2) 海図Ｗ１２８５によれば、事故発生場所付近での偏差（真方位と磁針方位

との差）は、西方に約４゜である。 

 - 6 -



2.8.2 針路法 

九州沿岸水路誌によれば、航海する際の一般的な航路を示すものとして、次のと

おり記載されている。 

針路法 

南西諸島内の那覇港を中心とした針路法は次のとおりである。 

 〔略〕 

・那覇港～宮古島・石垣島 

変 針 目 標 及 び 概 位 変針点及び針路 そ の 他 

〔略〕 

３ 平良港へ向かう場合   

 〔略〕 

  ※石垣港へ向かう場合   

   池間島灯台 正横約 16Ｍ   240°  

   平久保崎灯台 正横約 7.5Ｍ  220°  

  石垣御神埼灯台 
正横約 3.3Ｍ  180°

  24°36.5’N 124°18.9’E 
   大崎 石垣港中央灯浮標に

向ける。 
正横約 2.7Ｍ  137°

  24°25.0’N 124°05.0’E 
 

２.９ 類似の事故等 

 運輸安全委員会の過去の船舶事故調査報告書（以下「報告書」という。）によれば、

平成２０年１０月から平成２２年８月までに公表された報告書中、石垣島～西表島間

の海域における浅礁への乗揚事故に係る報告書は、１１件公表されている。 

 

 

３ 分 析 

 

３.１ 事故発生の状況 

3.1.1 事故発生に至る経過 

２.１及び 2.8.1(2)から、次のとおりであったものと考えられる。 

(1) 本船は、御神埼北北西方沖で変針し、１６時００分ごろ、石垣御神埼灯台

から３１０°２.２Ｍ付近を約１７６°の針路（真針路）及び約１２kn の速

力で、自動操舵により航行した。 

(2) 本船は、御神埼付近から南進後は、中央灯浮標を操船目標としていたが、
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同灯浮標が見付からなかったため、観音埼西方沖を少しずつ左転しながら航

行中、浅礁が間近に接近していることに気付き、主機を停止して左舵をとっ

たとき、浅礁に乗り揚げた。 

 

3.1.2 事故発生日時及び場所 

２.１から、本事故の発生日時は、平成２１年７月２４日１６時５０分ごろで、

発生場所は、琉球観音埼灯台から２５４°２.８Ｍ付近であったものと考えられる。 

 

３.２ 事故要因の解析 

3.2.1 乗組員及び船舶の状況 

(1) 乗組員の状況 

２.４(1)から、船長は、適法で有効な海技免状を有していた。 

(2) 船舶の状況 

2.5.3 (1)から、船体、機関及び機器類には、不具合又は故障はなかった

ものと考えられる。 

 

3.2.2 操船等の状況 

２.１、２.４、２.６及び 2.8.2 から、次のとおりであったものと考えられる。 

(1) 船長は、石垣港へ寄港するにあたって、御神埼北北西方沖で変針して南進

し、以後は中央灯浮標を操船目標とすることとしており、石垣島西方沖に至

るまでの変針点及び針路は計画していたが、石垣港入港までの変針点や針路

（具体的な磁針路）は計画していなかった。 

(2) 船長は、石垣港への入港経験から、屋良部埼を過ぎた辺りで、目視により

中央灯浮標を見付けることとしていた。 

(3) 船長は、屋良部埼を通過した辺りから、船首方に見えるクントマリ埼を観

音埼と誤認して航行したことから、竹富島北西方のさんご礁海域に向かって

航行し、第１号立標及び第２号立標に接近することとなった。 

(4) 船長は、中央灯浮標らしい航路標識を見付けたと思って接近したところ、

第１号立標及び第２号立標であると気付き、中央灯浮標を目視で探しながら、

少しずつ左転して航行した。 

(5) 船長は、海図、レーダー及びＧＰＳプロッターを見ることなく、地形のみ

を見て操船していた。 

(6) 船長は、海面色の変化で浅礁が間近に接近していることに気付き、主機を

停止して左舵をとった。 
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3.2.3 気象及び海象の状況 

２.７から、事故当時、天気晴れ、風向南南西、風力２～３、視界良好で、潮汐

は上げ潮の初期であったものと考えられる。 

 

3.2.4 事故発生に関する解析 

  ２.１、２.６及び 3.2.2 から、次のとおりであったものと考えられる。 

(1) 本船は、石垣島西方沖を南進中、船長が、石垣港への入港経験から、屋良

部埼を過ぎた辺りで、目視により中央灯浮標を見付け、同灯浮標を操船目標

にして石垣港に入港しようと航行していた。 

(2) 船長は、船首方のクントマリ埼を観音埼と誤認したため、竹富島北西方の

さんご礁海域に向かって航行し、第１号立標及び第２号立標に接近しており、

中央灯浮標らしい航路標識を見付けたと思って接近したところ、これらの立

標に気付いた。 

(3) 船長は、中央灯浮標を目視で探しながら少しずつ左転して航行中、浅礁へ

の接近に気付き、主機を停止して左舵をとったが、浅礁に乗り揚げた。 

(4) 船長は、御神埼北北西方沖で変針した以後の石垣港入港までの変針点や針

路（具体的な磁針路）を計画していなかったこと、並びに海図、レーダー及

びＧＰＳプロッターを見ることなく、地形のみを見て操船していたことが関

与して、クントマリ埼を観音埼と誤認した。 

 

 

４ 原 因 

 

 本事故は、本船が石垣島西方沖を南進中、船長が、クントマリ埼を観音埼と誤認し

たため、竹富島北西方のさんご礁海域に向かって航行していることに気付かず、浅礁

に乗り揚げたことにより発生したものと考えられる。 

 船長が、クントマリ埼を観音埼と誤認したのは、御神埼北北西方沖で変針した以後

の石垣港入港までの変針点や針路（具体的な磁針路）を計画していなかったこと、並

びに海図、レーダー及びＧＰＳプロッターを見ることなく、地形のみを見て操船して

いたことが関与したことによるものと考えられる。 
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５ 所 見 

 

本事故は、本船が石垣島西方沖を南進中、船長が、クントマリ埼を観音埼と誤認し

たため、竹富島北西方のさんご礁海域に向かって航行していることに気付かず、浅礁

に乗り揚げたことにより発生したものと考えられる。 

 したがって、石垣島～西表島間の海域を航行する船舶の操船者及び運航者は、次の

ことを励行することが望ましい。 

 (1) レーダーやＧＰＳプロッターを活用するなど適切な船位の確認を行うこと、 

   又は行うよう指導すること 

 (2) 周辺海域に関する水路調査を事前に行い、航路標識、浅礁及び地形等につい 

   て把握すること、又は把握するよう指導すること 

 (3) 適切な航海計画を策定すること、又は策定するよう指導すること 
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写真１ 左舷船尾船底部の損傷状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 左舷機のクラッチの損傷状況 
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